
群馬県社会教育委員連絡協議会会則
（名 称）
第１条 この会は群馬県社会教育委員連絡協議会という。
（目 的）
第２条 この会は県市町村社会教育委員が相互に、その職責遂行に必要な研修、研究等
の事業を行い、もって県市町村社会教育の充実、振興に寄与することを目的とする。

（事 業）
第３条 この会は前条の目的を達成するため次の事業を行う。
１ 社会教育に関する研修会、協議会の開催
２ 社会教育に関する情報交換および調査研究
３ 関係機関、団体との連絡提携
４ その他目的達成に必要な事業

（組 織）
第４条 この会は県及び市町村の社会教育委員をもって組織する。
（役 員）
第５条 この会に次の役員を置く。
会 長 １名
副会長 ２名
理 事 若干名
会 計 ２名
監 事 ２名

２ 役員の任期は２年とし再任することができる。
３ 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。
（役員の職務）
第６条 役員は役員会を構成し、次の職務を行う。
１ 会長は会務を統轄し、この会を代表する。
２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。
３ 理事は監事を除く他の役員とともに、会の運営に関する事項について審議し会務
を処理する。

４ 会計は本会の会計事務を処理する。
５ 監事は本会の会計を監査する。

（役員の選出）
第７条 役員の選出は次のとおりとする。
１ 理事は県および郡市ごとに推薦された各１名の代表者をもってあてる。
２ 会長、副会長は理事の互選による。
３ 会計は、役員会が理事の中から推薦し、会長が決定する。
４ 監事は役員会の推薦により会長が決定する。

（顧 問）
第８条 この会に顧問をおくことができる。顧問は役員会に諮って会長が委嘱し、会長
の諮問に応じる。

（会 議）
第９条 この会の会議をわけて総会及び役員会とする。
２ 会議は会長が招集し、すべての会議の議事は出席者の過半数をもって決する。
３ 総会は年１回、役員会は年３回招集するものとするが、必要に応じて臨時に招集す
ることができる。

４ 総会は県及び市町村ごとに推薦された２名の代議員をもって構成し、この会の重要
事項について審議する。

（事務所）
第１０条 この会に事務所をおく。事務所は前橋市内におく。
２ 事務局の職員は会長がこれを委嘱する。
（経 理）
第１１条 この会の運営に要する経費は、会費、市町村の負担金及び県費補助金、その
他の収入をもってあてる。

２ この会の会計は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。
（会則の変更）
第１２条 この会則は総会の議決を経なければ変更することができない。
（付 則）
第１３条 この会則は昭和４５年１月２０日から施行する。（設立）
第１４条 この会の運営に必要なる細則は別に役員会において決定する。
第１５条 この会則は昭和４７年８月３日から施行する。（一部改正）
第１６条 この会則は昭和４８年２月１日から施行する。（一部改正）
第１７条 この会則は平成１０年６月２６日から施行する。（一部改正）
第１８条 この会則は平成１２年２月１６日から施行する。（一部改正）
第１９条 この会則は平成１３年６月２２日から施行する。（一部改正）



群馬県社会教育委員連絡協議会 会費及び市町村負担金規則

（趣旨）

第１条 この規則は、群馬県社会教育委員連絡協議会会則（以下「会則」という。）第

11条の規定に基づき、会費及び市町村の負担金（以下「負担金」という。）の算定等

について、必要な事項を定めるものとする。

（会費）

第２条 会費は年会費とし、一人５００円とする。

（負担金）

第３条 負担金は当該年４月１日現在の人口規模により別表のとおりとする。

（会費及び負担金の納付）

第４条 第３条の規定により会費及び負担金の納付は、群馬県社会教育委員連絡協議会

長が発行する納入通知書により行うものとする。

２ 納付期限は、納入通知書に定めるところによる。

（別表）

人口規模 負担金額

人口３０万人以上 １９，０００円

市 人口１０万人以上３０万人未満 １５，０００円

人口１０万人未満 ７，５００円

町 人口１万人以上 ３，５００円

村 人口１万人未満 ２，０００円

附 則

この規則は、令和元年9月9日から施行する。


